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前
項
の
電
線
路
の
う
ち
少
な
く
と
も
一
回
線
は
、
当
該
設
計
基
準
対
象
施
設
に
お
い
て
他
の
回
線
と
物
理
的
に
分

離
し
て
受
電
で
き
る
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

設
計
基
準
対
象
施
設
に
接
続
す
る
電
線
路
は
、
同
一
の
敷
地
内
の
二
以
上
の
発
電
用
原
子
炉
施
設
を
電
力
系
統
に

連
系
す
る
場
合
に
は
、
い
ず
れ
の
二
回
線
が
喪
失
し
た
場
合
に
お
い
て
も
電
力
系
統
か
ら
そ
れ
ら
の
発
電
用
原
子
炉

施
設
へ
の
電
力
の
供
給
が
同
時
に
停
止
し
な
い
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

非
常
用
電
源
設
備
及
び
そ
の
附
属
設
備
は
、
多
重
性
又
は
多
様
性
を
確
保
し
、
及
び
独
立
性
を
確
保
し
、
そ
の
系

統
を
構
成
す
る
機
械
又
は
器
具
の
単
一
故
障
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
運
転
時
の
異
常
な
過
渡
変
化
時
又
は

設
計
基
準
事
故
時
に
お
い
て
工
学
的
安
全
施
設
及
び
設
計
基
準
事
故
に
対
処
す
る
た
め
の
設
備
が
そ
の
機
能
を
確
保

す
る
た
め
に
十
分
な
容
量
を
有
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

設
計
基
準
対
象
施
設
は
、
他
の
発
電
用
原
子
炉
施
設
に
属
す
る
非
常
用
電
源
設
備
か
ら
受
電
す
る
場
合
に
は
、
当

該
非
常
用
電
源
設
備
か
ら
供
給
さ
れ
る
電
力
に
過
度
に
依
存
し
な
い
よ
う
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
緊
急
時
対
策
所
）

第
四
十
五
条

工
場
等
に
は
、
一
次
冷
却
系
統
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
損
壊
そ
の
他
の
異
常
が
発
生
し
た
場
合

に
適
切
な
措
置
を
と
る
た
め
、
緊
急
時
対
策
所
を
原
子
炉
制
御
室
以
外
の
場
所
に
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
警
報
装
置
等
）

第
四
十
六
条

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
そ
の
機
械
若
し
く
は
器
具
の
機
能
の
喪
失
、
誤
操
作
そ
の
他
の
異
常
に
よ

り
発
電
用
原
子
炉
の
運
転
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
発
生
し
た
場
合
、
第
三
十
三
条
第
一
項
第
九
号
若
し

く
は
第
二
項
第
九
号
の
放
射
性
物
質
の
濃
度
若
し
く
は
同
条
第
一
項
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
若
し
く
は
第
二
項
第

十
二
号
及
び
第
十
三
号
の
線
量
当
量
率
が
著
し
く
上
昇
し
た
場
合
又
は
流
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
を
処
理
し
、
若
し

く
は
貯
蔵
す
る
設
備
か
ら
流
体
状
の
放
射
性
廃
棄
物
が
著
し
く
漏
え
い
す
る
お
そ
れ
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
こ

れ
ら
を
確
実
に
検
出
し
て
自
動
的
に
警
報
す
る
装
置
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
水
温
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高
速
炉
に
あ
っ
て
は
、
液
体
の

温
度
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
著
し
い
上
昇
又
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
水
位
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
型
高

速
炉
に
あ
っ
て
は
、
液
位
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
著
し
い
低
下
を
確
実
に
検
知
し
、
自
動
的
に
警
報
す

る
装
置
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
発
電
用
原
子
炉
施
設
が
、
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
水
温
の
著
し

い
上
昇
又
は
使
用
済
燃
料
貯
蔵
槽
の
水
位
の
著
し
い
低
下
に
自
動
的
に
対
処
す
る
機
能
を
有
し
て
い
る
場
合
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

３

発
電
用
原
子
炉
施
設
に
は
、
発
電
用
原
子
炉
並
び
に
一
次
冷
却
系
統
及
び
放
射
性
廃
棄
物
を
処
理
し
、
又
は
貯
蔵

す
る
設
備
に
係
る
主
要
な
機
械
又
は
器
具
の
動
作
状
態
を
表
示
す
る
装
置
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

工
場
等
に
は
、
一
次
冷
却
系
統
に
係
る
発
電
用
原
子
炉
施
設
の
損
壊
又
は
故
障
の
際
に
発
電
用
原
子
炉
施
設
内
の

人
に
対
し
必
要
な
指
示
が
で
き
る
よ
う
、
警
報
装
置
及
び
多
様
性
を
確
保
し
た
通
信
連
絡
設
備
を
施
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

５

工
場
等
に
は
、
設
計
基
準
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
当
該
発
電
用
原
子
炉
施
設
外
の
通
信
連
絡
を
す
る
必

要
が
あ
る
場
所
と
通
信
連
絡
が
で
き
る
よ
う
、多
様
性
を
確
保
し
た
専
用
通
信
回
線
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
に
よ
る
影
響
の
防
止
）

第
四
十
七
条

発
電
用
原
子
炉
施
設
が
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
漏
え
い
に
よ
る
物
理
的
又
は
化
学
的
影
響
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
及
び

ナ
ト
リ
ウ
ム
化
合
物
が
関
与
す
る
腐
食
が
構
造
物
及
び
機
器
に
及
ぼ
す
影
響
を
含
む
。）を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
発

電
用
原
子
炉
施
設
の
安
全
に
支
障
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
影
響
を
抑
制
す
る
た
め
の
適
切
な
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
取
扱
い
）

第
四
十
八
条

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
機
器
の
う
ち
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
よ
り
腐
食
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
に
は
、

腐
食
し
に
く
い
材
料
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

ナ
ト
リ
ウ
ム
を
取
り
扱
う
系
統
は
、
原
則
と
し
て
密
閉
し
た
も
の
と
し
、
当
該
系
統
に
属
す
る
機
器
の
う
ち
内
部

に
液
面
を
有
す
る
も
の
は
、
そ
の
液
面
上
を
カ
バ
ー
ガ
ス
で
覆
う
構
造
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
カ
バ
ー
ガ
ス
の
取
扱
い
）

第
四
十
九
条

カ
バ
ー
ガ
ス
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
対
し
て
化
学
的
に
安
定
な
性
質
を
有
し
、
か
つ
、
通
常
運
転
時
に
お

け
る
放
射
線
に
つ
き
想
定
さ
れ
る
最
も
厳
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
必
要
な
物
理
的
及
び
化
学
的
性
質
を
保
持
す

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

カ
バ
ー
ガ
ス
を
取
り
扱
う
系
統
に
は
、
圧
力
が
過
度
に
上
昇
す
る
こ
と
を
防
止
し
う
る
設
備
を
施
設
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

３

放
射
性
物
質
を
含
む
カ
バ
ー
ガ
ス
を
通
常
運
転
時
に
お
い
て
系
統
外
に
排
出
す
る
場
合
は
、
こ
れ
を
安
全
に
処
理

す
る
装
置
を
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
準
用
）

第
五
十
条

第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
及
び
発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
第
二
章
の
規
定

は
、
設
計
基
準
対
象
施
設
に
施
設
す
る
補
助
ボ
イ
ラ
ー
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

２

発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
設
計
基
準

対
象
施
設
に
施
設
す
る
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

３

発
電
用
火
力
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
六
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
の

規
定
は
、
設
計
基
準
対
象
施
設
に
施
設
す
る
内
燃
機
関
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

４

原
子
力
発
電
工
作
物
に
係
る
電
気
設
備
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
十
四
年
経
済
産
業
省
令
第

七
十
号
）
第
四
条
か
ら
第
十
六
条
ま
で
、
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
八
条
ま
で
及
び
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で

の
規
定
は
、
設
計
基
準
対
象
施
設
に
施
設
す
る
電
気
設
備
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
章

重
大
事
故
等
対
処
施
設

（
重
大
事
故
等
対
処
施
設
の
地
盤
）

第
五
十
一
条

重
大
事
故
等
対
処
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
地
盤
に
施
設

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

重
大
事
故
防
止
設
備
の
う
ち
常
設
の
も
の
（
以
下
「
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
」
と
い
う
。）で
あ
っ
て
、
耐
震

重
要
施
設
に
属
す
る
設
計
基
準
事
故
対
処
設
備
が
有
す
る
機
能
を
代
替
す
る
も
の
（
以
下
「
常
設
耐
震
重
要
重
大

事
故
防
止
設
備
」
と
い
う
。）が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
除
く
。）

基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ

と
が
で
き
る
地
盤

二

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設

（
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
除
く
。）
研
開
炉
設
置
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す

る
地
震
力
が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤

三

重
大
事
故
緩
和
設
備
の
う
ち
常
設
の
も
の
（
以
下
「
常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
」
と
い
う
。）が
設
置
さ
れ
る
重

大
事
故
等
対
処
施
設
（
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
除
く
。）
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
が
作
用
し
た
場
合

に
お
い
て
も
当
該
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤

四

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設

研
開
炉
設
置
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
地
震
力

が
作
用
し
た
場
合
及
び
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
が
作
用
し
た
場
合
に
お
い
て
も
当
該
特
定
重
大
事
故
等
対
処

施
設
を
十
分
に
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
盤

（
地
震
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
五
十
二
条

重
大
事
故
等
対
処
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
施
設
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
施
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を

除
く
。）
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
重
大
事
故
に
至
る
お
そ
れ
が
あ
る
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必

要
な
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

二

常
設
耐
震
重
要
重
大
事
故
防
止
設
備
以
外
の
常
設
重
大
事
故
防
止
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設

（
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
除
く
。）
研
開
炉
設
置
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す

る
地
震
力
に
十
分
に
耐
え
る
こ
と
。

三

常
設
重
大
事
故
緩
和
設
備
が
設
置
さ
れ
る
重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
除
く
。）

基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
重
大
事
故
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な

い
こ
と
。

四

特
定
重
大
事
故
等
対
処
施
設

研
開
炉
設
置
許
可
基
準
規
則
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
す
る
地
震
力

に
十
分
に
耐
え
、
か
つ
、
基
準
地
震
動
に
よ
る
地
震
力
に
対
し
て
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能

が
損
な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

２

重
大
事
故
等
対
処
施
設
（
前
項
第
二
号
の
重
大
事
故
等
対
処
施
設
を
除
く
。）が
研
開
炉
設
置
許
可
基
準
規
則
第
四

条
第
三
項
の
地
震
に
よ
り
生
ず
る
斜
面
の
崩
壊
に
よ
り
そ
の
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
が
損
な

わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
津
波
に
よ
る
損
傷
の
防
止
）

第
五
十
三
条

重
大
事
故
等
対
処
施
設
が
基
準
津
波
に
よ
り
そ
の
重
大
事
故
等
に
対
処
す
る
た
め
に
必
要
な
機
能
が
損

な
わ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
、
防
護
措
置
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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